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謹

賀

新

年

　

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

一
般
社
団
法
人

福
島
県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

　謹んで新年の御
挨拶を申し上げま
す。
　震災と原発事故
から間もなく15年
の節目を迎えよう
としております。
この間、県民の皆
様の懸命な御努力
と国内外からの温
かい御支援により、
福島県は着実に復
興への歩みを進め
てまいりました。
　昨年は、全国新
酒鑑評会において、

3年振りに金賞受賞数日本一に返り咲いたほ
か、東京2025デフリンピックでは、本県復興
のシンボルであるＪヴィレッジにおいてサッ
カー競技が開催されるなど、明るい話題が続
きました。
　また、大阪・関西万博などを契機として、本
県の復興状況や様々な魅力を国内外に広く発
信することができました。
　このような中、避難地域では、特定帰還居
住区域において、除染等が進められているほ
か、震災後、55の国・地域で行われていた県産
農林水産物の輸入規制が5つの国・地域にまで
減少するなど、これまで続けてきた挑戦の成
果が目に見える形となって現れてきておりま
す。
　一方で、原子力災害に伴う様々な課題に加
え、急激に進む人口減少など、いまだ複雑で
困難な課題が山積していることから、今後も
本県の復興・再生と「福島ならでは」の地方創
生の実現に向け、全力で挑戦を続けてまいり
ます。
　まず、震災と原発事故からの復興・再生につ
きましては、令和8年度から第3期復興・創生期
間がスタートします。このため、避難者の帰
還や生活環境の整備、産業・生業の再生、風評
の払拭と風化の防止などに取り組むとともに、
復興の進捗に伴って生じる新たな課題やニー
ズにもきめ細かく対応してまいります。
　また、地方創生、すなわち人口減少対策に
つきましては、昨年、「ふくしま共創チーム」
を設立したところであり、オールふくしまで
共に考え、共に挑戦することにより、持続可
能で豊かなふくしまを目指してまいります。
　今年は、福島県が誕生して150年という本県
にとって非常に重要な年です。
　この節目の年に開催する、「ふくしまデステ
ィネーションキャンペーン」や「大ゴッホ展」
を通じて、国内外の多くの方々に復興が進む

「福島の今」と本県の魅力を「見て」「触れて」
「感じて」いただけるよう準備を進めてまいり
ます。
　今後も、県民の皆様と共に、挑戦を続けて
まいりますので、一層の御支援、御協力をお
願い申し上げ、新年の御挨拶といたします。

福島県知事　内堀　雅雄

共に創る
　福島の未来

技
術
高
め
快
適
空
間
提
供

脱
炭
素
社
会
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献

年
頭
あ
い
さ
つ

年
頭
あ
い
さ
つ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
関
係
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な

く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災

第
３
期
復
興
・
創
生
期
間
の

初
年
度
と
な
り
ま
す
。
今
後

も
、
住
民
の
帰
還
・
復
興
に

向
け
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て

協
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

昨
今
、
激
甚
化
す
る
災
害

に
対
し
て
は
、
協
会
員
が
協

力
し
て
対
応
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
も
地
域
に

根
差
し
た
企
業
と
し
て
、
災

害
時
の
速
や
か
な
イ
ン
フ
ラ

等
の
復
旧
に
備
え
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
は
、
各
企
業

の
努
力
だ
け
で
達
成
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後

工
程
を
担
う
設
備
工
事
業
と

し
て
適
正
工
期
及
び
総
合
試

運
転
調
整
期
間
の
確
保
、
４

週
８
閉
所
の
実
現
の
た
め
、

昨
年
も
会
員
の
皆
様
の
ご
意

見
を
基
に
、
発
注
者
、
他
団

体
と
の
意
見
交
換
会
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も

労
働
環
境
改
善
・
生
産
性
向

上
な
ど
魅
力
あ
る
建
設
産
業

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

福
島
県
に
お
い
て
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
・
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指

し
、「
福
島
県
再
エ
ネ
・
省

エ
ネ
推
進
建
築
物
整
備
指

針
」
や
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
改
修
も
含

め
た
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
策
定
さ
れ
、
そ
れ
ら

に
基
づ
い
た
整
備
も
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

我
々
協
会
は
、
設
備
の
施

工
、
運
転
管
理
か
ら
廃
棄
に

至
る
活
動
を
通
じ
て
、
省
エ

ネ
、
省
Ｃ
Ｏ
２

を
推
進
し
、

脱
炭
素
社
会
づ
く
り
を
目
に

見
え
る
形
で
先
導
し
、
地
球

環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
省
エ
ネ
・
省
資

源
に
適
合
し
た
空
調
衛
生
設

備
機
器
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
そ
し
て
運
用
改
善
等
の

推
進
に
向
け
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
快
適
な
生
活
環

境
を
支
え
て
い
る
の
が
、「
空

気
調
和
設
備
・
給
排
水
衛
生

設
備
」の
高
度
な
技
術
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
な
ど
未

来
に
向
け
て
様
々
な
環
境
技

術
を
駆
使
し
、
顧
客
に
良
質

で
満
足
の
い
く
設
備
の
提
供

を
最
大
の
目
的
と
し
て
業
界

の
地
位
向
上
・
発
展
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

本
年
が
会
員
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
飛
躍
の
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
当
協
会
の
事
業
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　当協会、県建設業協会、県電設業協会の建築・設備3団
体と県建築士事務所協会、県建築設計協同組合の建築設
計団体は昨年7月23日、福島市のキョウワグループ・テル
サホール（福島テルサ）で意見交換会を開いた。
　当協会の有賀行秀、古川敏博両副会長と、河野忠県建
築士事務所協会副会長、佐藤孝夫県建築設計協同組合副
理事長、両設計団体で副会長・副理事長を務める濱尾博
文氏、大場俊之県建設業協会副会長、県電設業協会の丹
野勇治、渡部昌彦両副会長らが出席。県土木部の佐久間
信之建築住宅課主幹、木下浩一営繕課主幹兼副課長ら両
課の関係職員がオブザーバーとして参加した。
　意見交換のテーマは公共工事における工期設定と設

計・積算の問題点。工期設定については、建築系技術職
員がいない町村発注工事等で問題が発生するケースや、
学校等工事での施設管理者との調整不足などの課題が挙
がった。施工者側は資機材の納入状況について、メーカー
や運送会社の働き方改革の影響により注文から納品まで
の期間が以前より長くなっている状況を説明。概略工程
表の作成に日本建設業連合会が提供する適正工期算定プ
ログラムや国土交通省の営繕積算方式活用マニュアルを
参考とするよう提案した。
　工期設定や設計・積算の課題改善策の一つとして期待
されるＢＩＭについて、設計者側が県内における活用の
現状を説明。設計図面（意匠、構造、設備）の不整合回
避や施工図作成の省力化などメリットとともに、ソフト
や設備など課題も多く、情報の共有を進めていくとした。
施工側は設備投資コストへの懸念を挙げた一方で、活用
経験のある出席者はヒューマンエラーの防止や施工工程
等の検討などの利点を紹介した。

工期、積算など課題共有
建築設備
３ 団 体 設計２団体と初の意見交換

設備業界発展へまい進設備業界発展へまい進
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当
協
会
は
昨
年
９
月
29

日
、
福
島
市
の
ア
オ
ウ
ゼ
で

特
別
技
術
講
習
会
を
開
い

た
。
建
築
設
備
工
事
に
関
す

る
諸
問
題
の
研
究
と
、
技
術

力
水
準
、
生
産
性
の
向
上
を

目
的
に
技
術
委
員
会
事
業
と

し
て
例
年
開
い
て
お
り
、
会

員
と
賛
助
会
員
企

業
か
ら
約
50
人
が

受
講
し
た
。

　

初
め
に
、
古
川

敏
博
技
術
委
員
会

担
当
副
会
長
が

「
新
た
な
知
識
と

技
術
を
習
得
し
、

技
術
力
と
生
産
性

の
向
上
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。
積

水
化
学
工
業
環

境
・
ラ
イ
フ
カ
ン

パ
ニ
ー
営
業
本
部
東
日
本
営

業
部
東
北
設
備
シ
ス
テ
ム
営

業
所
の
隈
園
郷
史
氏
が
「
空

調
向
け
樹
脂
配
管
材
」
と
題

し
て
同
社
の
高
性
能
機
械
設

備
配
管
を
紹
介
し
た
。

　

ク
ウ
チ
ョ
ウ
ハ
イ
パ
ー
Ｃ

Ｈ
は
、
冷
温
水
用
途
の
高
性

能
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
。
空
調

冷
温
水
配
管
に
適
し
て
お

り
、
最
大
60
度
（
従
来
品
は

40
度
）
の
温
度
ま
で
使
用
で

き
る
。
管
表
面
の
バ
リ
ア
層

に
よ
っ
て
耐
食
・
耐
久
性
に

も
優
れ
て
い
る
。
軽
量
で
Ｅ

Ｆ
接
合
（
電
気
融
着
）
に
よ

っ
て
熟
練
技
術
が
不
要
と
な

る
た
め
、
施
工
の
省
力
化
も

図
ら
れ
る
。

　

ス
ー
パ
ー
エ
ス
ロ
メ
タ
ッ

ク
ス
（
保
温
材
付
金
属
強
化

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
）
は
、
柔

軟
性
が
あ
り
高
温
・
高
圧
域

で
使
用
可
能
。
耐
食
性
に
も

優
れ
る
。
一
定
の
サ
イ
ズ
以

下
（
呼
び
径
25
Ａ
以
下
）
は

手
で
曲
げ
る
こ
と
が
で
き
継

手
が
不
要
な
た
め
、
扱
い
や

す
い
特
長
が
あ
る
。

　

Ａ
Ｃ
ド
レ
ン
パ
イ
プ
・
継

手
（
結
露
防
止
層
付
硬
質
塩

化
ビ
ニ
ル
管
・
樹
脂
継
手
）

は
、
塩
ビ
管
の
特
長
に
結
露

防
止
性
能
を
付
加
し
た
空
調

ド
レ
ン
用
の
配
管
材
で
、
パ

ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
、
フ
ァ

ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
を
問
わ

ず
使
用
で
き
る
。

　

結
露
の
防
止
性
能
に
優
れ

る
が
、許
容
温
度
が
常
温（
５

～
35
度
）
の
た
め
、
隈
園
氏

は
外
気
の
流
入
や
高
温
多
湿

個
所
（
屋
根
下
、
外
壁
近
傍

等
）
で
の
使
用
に
注
意
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
、「
ど
こ
で

も
使
用
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
検
討
が
必
要
な
場

合
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

三
菱
電
機
冷
熱
シ
ス
テ
ム

製
作
所
営
業
部
パ
ッ
ケ
ー
ジ

エ
ア
コ
ン
営
業
課
の
池
田
朋

広
氏
は
「
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ

ア
コ
ン
高
調
波
」
に
つ
い
て

講
義
。
高
調
波
は
、
電
源
周

波
数
の
基
本
波
（
50
Ｈ
ｚ
）

の
整
数
倍
の
周
波
数
を
持
つ

正
弦
波
で
、
電
源
設
備
等
の

発
熱
や
騒
音
を
生
じ
さ
せ

る
。
池
田
氏
は
１
９
９
４
年

に
当
時
の
通
商
産
業
省
か
ら

通
達
さ
れ
た
「
高
調
波
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
基
に
、
高
調

波
発
生
量
の
計
算
方
法
や
抑

制
対
策
を
解
説
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
①
高

圧
受
電
②
ビ
ル
③
進
相
コ
ン

デ
ン
サ
が
す
べ
て
直
列
リ
ア

ク
ト
ル
付
④
換
算
係
数
ｋ
ｉ

＝
１
・
８
を
超
過
す
る
機
器

な
し
⑤
高
調
波
発
生
機
器
比

率
35
％
以
下
―

の
す
べ
て
の

条
件
を
満
た
せ
ば
対
策
を
不

要
と
し
て
い
る
。
条
件
を
満

た
さ
な
い
場
合
は
等
価
容

量
、
高
調
波
流
出
電
流
の
計

算
を
行
い
、
対
策
の
要
否
を

判
定
す
る
。
池
田
氏
は
必
要

と
な
っ
た
場
合
の
対
策
方
法

と
し
て
、
電
源
設
備
と
機
器

に
よ
る
対
策
も
説
明
し
た
。

隈園郷史氏�​

‌池田朋広氏�​

製品の特長を学んだ講習会�​

　

今
年
度
経
営
改
善
研
修
会

は
昨
年
11
月
５
日
、
福
島
市

の
ア
オ
ウ
ゼ
で「
健
康
経
営
」

を
テ
ー
マ
に
開
い
た
。
会
員

22
人
が
受
講
し
、
取
り
組
み

の
メ
リ
ッ
ト
や
県
の
各
種
支

援
制
度
な
ど
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
た
。

　

会
員
企
業
の
経
営
体
質
強

化
を
目
的
と
し
た
経
営
委
員

会
事
業
。
野
地
幸
司
経
営
委

員
長
が
「
健
康
経
営
の
取
り

組
み
方
や
メ
リ
ッ
ト
を
共
有

し
、
経
営
改
善
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

県
保
健
福
祉
部
健
康
づ
く

り
推
進
課
の
南
雅
史
主
査
、

鴨
田
智
早
副
主
査
が
講
師
を

務
め
、
健
康
経
営
の
メ
リ
ッ

ト
や
取
り
組
み
の
プ
ロ
セ

ス
、優
良
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

南
主
査
は
健
康
経
営
に
つ

い
て
「
経
営
者
や
従
業
員
の

健
康
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

業
績
や
企
業
評
価
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
重
要
な
取

り
組
み
。
コ
ス
ト
で
は
な
く

未
来
へ
の
投
資
と
捉
え
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
掛
け
、
健
康

経
営
の
始
め
方
と
し
て
①
健

康
事
業
所
宣
言
②
職
場
の
健

康
づ
く
り
プ
ラ
ン
作
成
③
健

康
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
の
取
り

組
み
④
ふ
く
し
ま
健
康
経
営

優
良
事
業
所
認
定
・
表
彰
制

度
―

の
４
ス
テ
ッ
プ
を
説
明

し
た
。

　

ふ
く
し
ま
健
康
経
営
優
良

事
業
所
は
、
従
業
員
に
積
極

的
な
健
康
増
進
の
取
り
組
み

を
促
し
て
い
る
中
小
事
業
所

を
県
が
認
定
す
る
制
度
。
認

定
に
よ
り
、
工
事
等
入
札
参

加
資
格
審
査
や
総
合
評
価
方

式
（
簡
易
型
、
標
準
型
）
の

入
札
に
お
け
る
加
点
、
企
業

イ
メ
ー
ジ
の
向
上
等
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。

　

鴨
田
副
主
査
は
認
定
の
基

準
や
流
れ
、
特
に
優
れ
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
事
業

所
に
対
す
る
表
彰
制
度
な
ど

を
解
説
。
今
年
度
か
ら
協
会

け
ん
ぽ
、
全
国
土
木
建
築
国

民
健
康
保
険
組
合
以
外
の
保

険
加
入
事
業
所
で
も
申
請
可

能
と
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま

で
申
請
で
き
な
か
っ
た
事
業

所
に
対
し
て
認
定
取
得
を
呼

び
掛
け
た
。

　

県
の
「
女
性
活
躍
・
働
く

世
代
の
健
康
づ
く
り
推
進
奨

励
金
」
も
紹
介
し
た
。
女
性

の
健
康
づ
く
り
や
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
に
応
じ
て
最
大
40
万
円
を

交
付
す
る
制
度
。
①
休
暇
の

取
得
促
進
②
環
境
整
備
（
女

性
の
健
康
課
題
等
に
対
応
可

能
な
相
談
窓
口
の
設
置
、
禁

煙
・
受
動
喫
煙
防
止
の
環
境

づ
く
り
な
ど
）
③
費
用
助
成

（
妊
産
婦
健
診
、
婦
人
科
健

診
等
の
受
診
費
用
助
成
制
度

導
入
）
―

の
各
取
り
組
み
で

そ
れ
ぞ
れ
10
万
円
、
ふ
く
し

ま
健
康
経
営
優
良
事
業
所
の

認
定
取
得
で
さ
ら
に
10
万
円

が
支
給
さ
れ
る
。

　

南
主
査
は
健
康
経
営
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
「
ま
ず
は
自

社
の
健
康
課
題
を
把
握
し
、

必
要
な
取
り
組
み
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。
無
理
な
く
続
け

ら
れ
る
よ
う
な
る
べ
く
お
金

を
か
け
ず
、
日
々
の
動
線
上

に
取
り
組
み
を
入
れ
る
こ
と

が
大
事
。
従
業
員
に
参
加
し

て
も
ら
う
た
め
、
楽
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
を
意
識
し
て
」

と
呼
び
掛
け
た
。

あ
い
さ
つ
す
る
野
地
委
員

長（
上
）
と
南
雅
史
主
査

（
右
）、鴨
田
智
早
副
主
査

　謹んで新年の御挨拶を申し上げ
ます。
　建設産業に携わる皆様には、社
会基盤の整備や施設の維持管理は
もとより、災害対応など、昼夜を
問わない献身的な取り組みと御尽
力に深く感謝を申し上げます。
　震災と原発事故から間もなく15
年の節目を迎えようとしておりま
す。この間、県民の皆様の懸命な
御努力と国内外からの温かい御支
援により、福島県は着実に復興へ
の歩みを進めてまいりました。
　昨年は、特定帰還居住区域にお

いて、早期の避難指示解除に向けた除染や、家屋の解体作業
が進められたほか、大熊町や双葉町において商業施設が整備
され、町民の利便性が大きく向上するなど、これまで続けて
きた取り組みが成果として現れてきています。
　一方で、原子力災害に伴う様々な課題に加え、急激に進む
人口減少や度重なる自然災害など、依然として困難な課題が
山積しているため、今後も、本県の復興と地方創生に向けた
取り組みを続けていく必要があります。
　まず、震災と原発事故からの復興・再生につきましては、令
和8年度から第3期復興・創生期間がスタートします。このため、
復興を支える社会基盤の整備を進めるとともに、復興の進捗
に伴って生じる新たな課題やニーズにもきめ細かく対応して
まいります。
　また、人口減少対策につきましては、急激な人口減少のス
ピードをいかに緩やかにしていくかが重要です。様々なライ
フステージに応じた切れ目のない支援を行うため、県内の新
婚、子育て世帯や本県への移住者等を対象とした住宅取得等
への支援に加え、関係人口の創出拡大や移住・定住の促進、若
者等の自立支援を目的とした県営住宅の提供などの取り組み
を進めてまいります。
　さらに、地方創生に向け、県内各地域の歴史や文化を活か
したまちづくりを進めるとともに、ホープツーリズムやイン
フラツーリズムを通じて、土木・建築施設のスケール感、文化
的価値を発信しながら、交流人口の拡大を図ってまいります。
　今後も、県民の皆様と共に挑戦を続けてまいりますので、
一層の御支援、御協力をお願い申し上げ、新年の御挨拶とい
たします。

県土木部長 矢澤　敏幸

復興支えるインフラ整備推進

　当協会と県建設業協会、
県電設業協会は昨年11月19
日、県土木部との今年度意
見交換会を開き、週休2日
確保工事について、余裕の
ある工期設定や単価割増率
の引き上げ、発注時期の平
準化とともに、工事対象施
設の制約条件など特性を踏
まえた上で週休2日の3タイ
プ（通期、月単位、週単位）
を使い分けて運用するよう
県に要望した。
　当協会の大内弘之会長、
有賀行秀、古川敏博両副会
長と、建設業協会の大和田
知昭建築技術委員長、松本

新太郎同副委員長、電設業
協会の大槻博太会長、丹野
勇治、渡部昌彦両副会長ら
が出席。県土木部の星剛建
築担当次長、村上金彦建築
住宅課長、加藤敏史営繕課
長らと意見を交わした。
　3団体と同部の意見交換
は2024年度に続き2回目。
今年度は週休2日を中心に
概成工期（総合試運転調整
期間）、情報共有システム
（ＡＳＰ）、遠隔臨場に関す
る会員実態調査を3団体合
同で行い、現状・課題を整
理して県への要望事項を
まとめた。

　県入札制度等監視委員会によ

る入札制度に対する建設関係団

体等への意見聴取‌ ＝写真＝�​は昨

年11月6日、県庁で行われた。

　県総合設備協会（大槻博太会

長）から当協会の大内弘之会長、

海川正美専務理事、県電設業協

会の野内忠宏専務理事が出席。

条件付一般競争入札参加資格の

設定等基準・運用の見直しや、改

修・維持修繕工事の地元企業への

発注、総合評価方式（地域密着型）

と指名競争＝地域の守り手育成

型方式の積極的な実施を改めて

要望した。

　運用の見直しは、県が条件付

一般競争を全面導入した2007年

以降、社会情勢が大きく変化し

ているため、入札参加可能範囲

や地域要件等の設定基準につい

て地域性を高めるものにすべき

と指摘。維持・修繕工事について

は、現状では比較的小さな改修・

修繕工事でも県内各地から入札

参加が可能で、地元事業者の受

注機会が減ることで地域の当該

施設に精通した事業者が不在と

なり、災害をはじめとする緊急

対応に不都合が生じていると訴

えた。

　総合評価方式に対しては、累

積的インセンティブによって受

注できる企業とできない企業の2

極化が進行しているとして、国

で試行している「チャレンジ型」

の採用を提案。委員からは算入

機会拡大の観点から「チャレン

ジ型」のようなシステムも必要

ではないかとの意見もあった。

週休 2日工事

条
件
応
じ
使
い
分
け
提
案

建
築
設
備

３ 
団 

体 

県
土
木
部
と
意
見
交
換

特別技術講習会

高
性
能
配
管
の
特
長
理
解

高
性
能
配
管
の
特
長
理
解

高
調
波
の
要
因
、抑
制
対
策
も

経営改善研修会

業
績
、企
業
評
価
に
反
映
も

健
康
経
営
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
学
ぶ

地域性への配慮など
入札制度等監視委に意見
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今
年
度
の
県
優
良
建
設
工

事
表
彰
を
、
当
協
会
会
員
の

北
関
東
空
調
工
業
と
山
田
設

備
工
業
が
受
賞
し
た
。
昨
年

９
月
10
日
、
福
島
市
の
エ
ル

テ
ィ
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

内
堀
知
事
か
ら
各
受
賞
者
に

表
彰
状
と
記
念
の
盾
が
手
渡

さ
れ
た
。

　

と
も
に
土
木
部
・
機
械
設

備
部
門
で
の
受
賞
。
北
関
東

空
調
工
業
は
「
双
葉
地
区
特

別
支
援
学
校
移
転
新
築
（
機

械
）
工
事
」
で
通
算
10
回
目
、

山
田
設
備
工
業
は
「
白
河
実

業
・
塙
工
業
統
合
校
実
習
棟

内
堀
知
事
（
写
真
右
）
か
ら
表
彰
さ
れ
る
北
関
東

空
調
工
業
（
上
）
と
山
田
設
備
工
業

新
築
（
機
械
）
工
事
」
で
同

８
回
目
、
３
年
連
続
の
受
賞

と
な
っ
た
。

　

表
彰
は
１
９
６
７
年
度
に

始
ま
り
、
今
年
度
で
57
回
目

を
数
え
る
。
今
回
は
昨
年
度

完
成
し
た
農
林
水
産
部
１
３

３
件
、
土
木
部
１
３
７
８
件

の
中
か
ら
選
考
し
、
農
林
水

産
部
関
係
６
部
門
８
件
８

社
、
土
木
部
関
係
11
部
門
21

件
20
社
を
選
定
し
た
。

　

式
に
は
内
堀
知
事
、
沖
野

浩
之
農
林
水
産
部
長
、
矢
澤

敏
幸
土
木
部
長
ら
県
幹
部

と
、
来
賓
と
し
て
県
議
会
か

ら
西
山
尚
利
議
長
、
佐
藤
徹

哉
農
林
水
産
副
委
員
長
、
佐

藤
義
憲
土
木
委
員
長
、
建
設

関
係
団
体
か
ら
古
川
敏
博
当

協
会
副
会
長
、
長
谷
川
浩
一

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

長
、
相
澤
広
志
県
建
設
業
協

会
専
務
理
事
、
石
川
俊
県
土

地
改
良
建
設
協
会
長
、
石
川

俊
幸
県
森
林
・
林
業
・
緑
化

協
会
副
会
長
、
佐
藤
修
久
県

管
工
事
協
同
組
合
連
合
会

長
、
大
槻
博
太
県
電
設
業
協

会
長
が
出
席
し
た
。

　

内
堀
知
事
は
式
辞
で
「
高

い
技
術
力
と
創
意
工
夫
、
地

域
の
自
然
環
境
や
景
観
へ
の

配
慮
な
ど
、
優
れ
た
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。
本

県
建
設
業
の
技
術
向
上
は
も

と
よ
り
、
魅
力
発
信
に
も
つ

な
が
る
」
と
た
た
え
、「
県

と
し
て
、
建
設
業
が
誇
り
と

意
欲
を
も
っ
て
活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
」
と

述
べ
、
復
興
と
地
方
創
生
へ

の
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

■県優良建設工事受賞工事概要■

‌白河実業・塙工業統合校実習棟新築（機械）工事
　‌【寸評】�​白河実業高校および塙工業高校の統合再編
に伴い、狭あいかつ老朽化している実習棟を新築す
るための機械設備工事。屋外排水設備においてＩＣ
Ｔ対応の重機で掘削深度を管理し、レーザレベルと
勾配水準器で埋設配管の勾配管理精度を高めている。
　建物内は機器や配管の露出が多いことから、3ＤＣ
ＡＤ（3次元キャド）で施工図を作成。梁や設備機器、
各種配管類の干渉を事前に把握して機器を配置した
ことにより、細部まで仕上がりを良くしている。加
えて汚水ポンプ槽が既存校舎に近接しているため、
マンホール築造工法を提案して施工。生徒の安全を
確保し騒音、振動を抑えるとともに作業時間を短縮
するなどトータルマネジメントに優れている。
　さらに、トイレが詰まった際の閉塞個所を容易に
特定できるよう、排水継手の一部を透明にしてメン
テナンス性能を向上。白河実業高校の生徒に対し現
場見学会を開催したことで良好な対外関係を築くな
ど、他の模範となるものとして総合的に優秀性が認
められる。
　‌【概要】�​▽施工地＝白河市瀬戸原地内▽請負額＝3
億1653万6000円▽概要＝機械設備工一式

‌双葉地区特別支援学校移転新築（機械）工事�​
　‌【寸評】�​東日本大震災により、いわき市へ避難して
いる富岡支援学校（現ふたば支援学校）を移転新築す
るための機械設備工事。凹凸がある天井に設置され
ている消火器具の収まりは、建築と設備機器の詳細
図を作成するとともに、消防と事前協議し法適合性
を確認した上で施工したことにより、意匠にも配慮
した良好な出来栄えとしている。また、施工ＢＩＭ
を活用して建築・電気・機械による総合図を作成。天
井裏や床下の隠蔽部において配管・ダクト、配線ラッ
クとの干渉や駆体貫通口の取付位置を確認して施工
するなど、全体の仕上がりが良く細部まで丁寧に仕
上げられている。
　ドレン管は、透明な継手を採用することで差込量
を目視確認しているほか、紫外線を照らすと発光す
る接着剤により塗布状態を目視確認するなど出来形
管理に工夫が見られる。さらに、ふたば支援学校の
生徒に対する現場見学会、木製パネル作成体験や、
勿来工業高校建築課の生徒に対する現場見学・施工体
験実習会を実施することで良好な対外関係を築くな
ど、他の模範となるものとして総合的に優秀性が見
られる。
　【概要】▽施工地＝楢葉町井出字上ノ岡地内▽請負
額＝7億257万円▽概要＝機械設備工一式

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
謹
ん

で
新
春
の
御
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

協
会
の
皆
様
に
は
、
平
素

よ
り
本
県
の
建
築
行
政
の
推

進
に
つ
い
て
多
大
な
る
御
理

解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

加
え
て
、
震
災
復
興
や
地
方

創
生
、
地
域
の
安
全
・
安
心

の
確
保
へ
の
対
応
な
ど
、「
地

域
の
守
り
手
」
と
し
て
の
取

組
、
御
尽
力
に
対
し
、
心
か

ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
現
在
の
福
島
県

が
誕
生
し
て
か
ら
１
５
０

年
、
東
日
本
大
震
災
と
原
発

事
故
か
ら
15
年
と
い
う
大
き

な
節
目
の
年
に
当
た
り
ま

す
。
ま
た
、「
福
島
県
総
合

計
画
」
や
「
福
島
県
土
木
・

建
築
総
合
計
画
」
を
具
現
化

す
る
「
住
生
活
基
本
計
画
」

の
５
年
目
と
な
る
年
で
も
あ

り
、
基
本
目
標
で
あ
る
「
居

住
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
社
会

情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
応
え

る
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の

形
成
と
活
用
」
の
達
成
に
向

け
、県
営
住
宅
に
お
い
て
は
、

長
寿
命
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
向
け
た
改
善
工
事
等
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
計
画
期
間
の
中
間
年

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
見
直

さ
れ
る
全
国
計
画
や
社
会
情

勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
県

計
画
の
見
直
し
に
着
手
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

県
有
建
築
物
に
お
い
て

は
、
安
全
・
安
心
、
快
適
で

使
い
や
す
い
こ
と
は
も
と
よ

り
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
や
木
造
化
・

木
質
化
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
取
り

組
み
を
市
町
村
や
民
間
の
建

築
物
へ
も
普
及
啓
発
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

質
の
高
い
「
建
築
物
」
を

創
造
し
て
い
く
に
は
、
そ
れ

を
支
え
る
「
人
」
の
存
在
が

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
人
口

減
少
が
進
む
中
、
建
設
業
の

担
い
手
は
高
齢
化
の
進
行
に

加
え
、
若
年
層
の
入
職
が
少

な
い
状
況
に
あ
り
、
担
い
手

の
確
保
が
建
設
業
界
全
体
の

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
建
設
業
に
お
け
る

良
好
な
労
働
環
境
の
整
備
、

若
年
層
に
向
け
た
魅
力
発

信
、
熟
練
技
能
の
継
承
、
さ

ら
に
は
業
界
全
体
の
安
定
・

持
続
性
に
つ
な
が
る
よ
う
、

県
発
注
営
繕
工
事
に
お
け
る

適
正
な
工
事
価
格
の
設
定
、

業
務
の
効
率
化
に
加
え
、
週

休
二
日
促
進
工
事
の
適
用
や

総
合
試
運
転
調
整
期
間
の
確

保
と
と
も
に
現
場
の
施
工
条

件
に
合
致
し
た
適
切
な
工
期

設
定
の
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
設
計
や
施
工
管
理

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
（
建

設
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
は
、
生
産

性
の
向
上
と
と
も
に
、
品
質

確
保
の
観
点
か
ら
も
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

新
築
・
増
築
で
実
施
し
て
き

た
設
計
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
を
さ

ら
に
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
と
連
携
し

な
が
ら
次
世
代
に
継
承
で
き

る
質
の
高
い
県
有
建
築
物

「
永
く
生
き
る
建
築
」
を
創

造
す
る
と
と
も
に
、
建
設
業

界
全
体
が
持
続
的
に
発
展
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一

層
の
御
理
解
、
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

福
島
県
土
木
部
建
築
総
室

事業展望

質
の
高
い
建
築
物
創
造
へ

担
い
手
確
保
、生
産
性
向
上
に
力

　

‌【
二
本
松
市
】�​

水
道
施
設

部
門
で
野
地
工
業
所
が
施
工

し
た
「
杉
田
配
水
池
緊
急
遮

断
弁
設
置
工
事
」
が
受
賞
し

た
。
表
彰
式
は
昨
年
８
月
22

日
、
二
本
松
市
役
所
で
行
わ

れ
、
受
賞
し
た
５
部
門
10
件

10
社
に
三
保
恵
一
市
長
か
ら

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

２
０
２
４
年
度
完
成
工
事

90
件
の
う
ち
、
１
０
０
０
万

円
以
上
の
工
事
33
件
か
ら
選

定
さ
れ
た
。

　

‌【
福
島
市
水
道
局
】�​

給
水

装
置
工
事
部
門
で
協
栄
設

備
、
技
術
者
部
門
で
黒
田
健

吾
さ
ん
（
コ
バ
ッ
ク
ス
）
が

受
賞
し
た
。

　

表
彰
式
は
昨
年
10
月
３

日
、
福
島
市
の
キ
ョ
ウ
ワ
グ

ル
ー
プ
・
テ
ル
サ
ホ
ー
ル（
福

島
テ
ル
サ
）
で
行
わ
れ
、
受

賞
し
た
給
水
装
置
工
事
部
門

３
社
、
緊
急
修
繕
協
力
部
門

２
社
、
技
術
者
部
門
２
者
に

清
野
一
浩
市
水
道
事
業
管
理

者
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
、
黒
田

さ
ん
が
「
受
賞
に
慢
心
せ
ず

一
層
の
努
力
と
安
全
確
保
に

努
め
る
」と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

‌【
郡
山
市
】�​

土
木
部
門
で

大
越
工
業
所
が
施
工
し
た

「
配
水
管
更
工
事
（
国
道
２

８
８
号
推
進
）」、
設
備
部
門

で
太
平
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
・
石
田
工
業
所
Ｊ
Ｖ
が
施

工
し
た
「
歴
史
情
報
・
公
文

書
館
建
設
機
械
設
備
工
事
」

が
受
賞
し
た
。

　

表
彰
式
は
昨
年
11
月
18

日
、郡
山
市
役
所
で
行
わ
れ
、

受
賞
し
た
９
件
12
社
（
う
ち

３
件
２
社
Ｊ
Ｖ
）
の
代
表
者

と
現
場
代
理
人
に
、
椎
根
健

雄
市
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
た
。

　

２
０
２
４
年
度
に
竣
工
し

た
、
市
と
市
上
下
水
道
局
が

発
注
し
た
請
負
金
額
１
０
０

０
万
円
以
上
の
工
事
２
５
５

件
の
中
か
ら
出
来
形
、
品
質

管
理
、
安
全
管
理
等
が
特
に

優
れ
る
工
事
と
し
て
選
ば
れ

た
。

　

県
労
働
基
準
協
会
の
今
年

度
会
長
表
彰
を
、
当
協
会
会

員
の
ア
ク
ー
ズ
会
津
・
栗
田

裕
一
さ
ん
（
安
全
品
質
管
理

者
担
当
部
長
）
が
労
働
衛
生

功
労
者
と
し
て
受
賞
し
た
。

　

昨
年
10
月
３
日
に
相
馬
市

民
会
館
で
開
か
れ
た
県
産
業

安
全
衛
生
大
会
の
席
上
、
山

野
辺
宏
県
労
働
基
準
協
会
長

か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

た
。

　

産
業
・
労
働
安
全
の
意
識

高
揚
、
発
展
等
に
貢
献
し
た

個
人
を
表
彰
し
て
い
る
。
大

会
で
山
野
辺
会
長
は
「
働
く

人
の
安
全
衛
生
水
準
の
向
上

を
図
り
た
い
。
大
会
を
契
機

に
一
層
安
全
意
識
を
高
め
よ

う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

（
長
谷
川
浩
一
会
長
）
は
昨

年
９
月
９
日
、県
議
会
各
党
・

会
派
に
対
し
て
、
県
の
２
０

２
６
年
度
予
算
編
成
に
向
け

た
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
当

協
会
は
地
元
建
設
事
業
者
の

積
極
的
な
活
用
、
地
域
の
守

り
手
育
成
型
方
式
の
制
度
見

直
し
、
県
有
建
築
物
の
積
極

的
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の

推
進
な
ど
を
求
め
た
。

　

県
庁
で
行
わ
れ
た
自
民
党

の
要
望
聴
取
会
に
は
当
協
会

会
長
の
大
内
弘
之
副
会
長
と

長
谷
川
会
長
、
安
藤
正
道
、

大
槻
博
太
、
皆
川
雅
文
、
相

良
政
博
、
鈴
木
武
男
各
副
会

長
、
磯
上
秀
一
、
石
川
俊
、

小
野
貞
人
各
理
事
、
高
畠
亮

常
務
理
事
兼
事
務
局
長
、
各

団
体
事
務
局
が
出
席
し
た
。

　

地
元
企
業
の
活
用
で
は
、

大
規
模
事
業
や
高
度
な
技
術

を
要
す
る
工
事
等
で
も
、
単

独
受
注
を
可
能
と
す
る
分
割

発
注
、Ｊ
Ｖ
な
ど
を
活
用
し
、

県
内
企
業
が
元
請
と
し
て
活

用
さ
れ
る
よ
う
配
慮
を
訴
え

た
。

　

要
望
書
は
自
民
党
、
公
明

党
、
県
民
連
合
等
に
提
出
し

た
。

　

県
建

設
産
業

団
体
連

合
会
長

顕
彰
受

賞
者
と
し
て
今
年
度
、
当
協

会
会
員
企
業
か
ら
セ
コ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
木
戸
武

史
さ
ん‌

＝
写
真
＝�​
が
選
ば
れ

た
。

　

建
設
技
能
者
の
能
力
・
資

質
や
社
会
的
評
価
・
地
位
の

向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
特

に
優
秀
な
技
術
・
技
能
を
持

ち
、
後
進
の
指
導
、
育
成
に

貢
献
し
て
い
る
建
設
技
能
者

を
県
、
県
建
産
連
が
顕
彰
し

て
い
る
。

　
　
　
　

＊ 　
　

＊

　

‌

木
戸
武
史
さ
ん�​　

今
回
の

受
賞
は
、
工
事
に
携
わ
っ
た

関
係
各
社
な
ら
び
に
上
司
や

諸
先
輩
、
同
僚
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
る
も
の
と
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
受
賞
を
機
に
、
一
層

努
力
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
技
術
・
品
質
の
向
上

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県優良建設
工事表彰式

３ 市 優 良
建設工事表彰

会
員
３
社
、１
人
が
受
賞

優
れ
た
技
術
力
た
た
え
る

県建産連

木
戸
さ
ん
会
長
顕
彰
受
賞

卓
越
技
術
、人
材
育
成
貢
献
で

県
議
会
各
党

会
派
に
要
望

地
元
企
業
積
極
活
用
を

ア
ク
ー
ズ
会
津
・
栗

田
さ
ん
に
会
長
表
彰

県
労
働
基
準
協
会

技
術
力
と
創
意
工
夫
評
価

北
関
東
空
調
、山
田
設
備
に
栄
誉
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私
は
、
入
社
し
て
も
う

す
ぐ
５
年
目
に
な
り
ま

す
。
工
務
部
と
い
う
部
署

で
設
計
や
積
算
な
ど
の
業

務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
工
務
部
の
業
務
の
中

に
は
現
場
サ
ポ
ー
ト
と
い

う
形
で
現
場
に
赴
き
作
業

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

実
際
に
令
和
６
年
の
１
年

間
は
現
場
に
常
駐
し
微
力

な
が
ら
現
場
進
行
の
補
助

に
就
い
て
い
ま
し
た
。
現

場
業
務
に
着
工
か
ら
竣
工

ま
で
携
わ
る
の
は
初
め
て

の
経
験
で
し
た
。

　

執
務
並
行
の
改
修
工
事

と
い
う
事
も
あ
り
、
お
客

様
の
業
務
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
よ
う
工
事
に
あ
た
る

為
、
協
力
業
者
と
の
事
前

の
打
ち
合
わ
せ
が
と
て
も

重
要
で
し
た
。
毎
日
、
翌

日
の
作
業
内
容
を
確
認

し
、
そ
れ
を
お
客
様
に
伝

え
必
要
で
あ
れ
ば
作
業
内

容
の
変
更
を
行
う
な
ど
一

つ
一
つ
の
段
取
り
を
慎
重

に
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
工
程
の
確
認

ミ
ス
で
お
客
様
に
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
う
時
や
別
の

工
程
を
入
れ
た
こ
と
で
作

業
が
滞
り
協
力
業
者
か
ら

指
摘
を
受
け
る
事
も
あ
り

ま
し
た
が
、「
快
適
な
環

境
に
し
た
い
」「
工
期
内

に
現
場
を
終
わ
ら
せ
た

い
」
と
い
う
想
い
は
お
客

様
も
工
事
関
係
者
も
お
互

い
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
工
程
の
改
善

策
や
配
管
ル
ー
ト
の
変
更

案
な
ど
様
々
な
場
面
で
お

力
添
え
を
頂
く
中
で
、
施

工
管
理
の
仕
事
は
お
客
様

や
協
力
業
者
、
商
社
の
方

な
ど
沢
山
の
人
達
と
繋
が

る
職
種
な
の
だ
と
身
を
も

っ
て
実
感
し
ま
し
た
。
安

全
管
理
・
工
程
管
理
・
品

質
管
理
を
行
う
う
え
で
も

多
方
面
の
繋
が
り
を
大
切

に
し
つ
つ
、
自
社
の
利
益

も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
一
つ
の
現
場
を
完

成
さ
せ
る
に
は
関
わ
る
人

全
員
の
協
力
が
大
切
な
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
良
い
現
場
を
作

り
上
げ
る
に
は
相
応
の
知

識
と
経
験
が
必
要
で
す
。

弊
社
で
は
近
年
社
員
の
育

成
に
力
を
入
れ
て
お
り
基

礎
的
な
知
識
の
教
育
や
資

格
取
得
に
向
け
た
研
修
な

ど
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機

会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
で
工
事
現

場
だ
け
で
な
く
、
会
社
全

体
で
よ
り
良
い
品
質
提
供

の
為
に
技
術
を
向
上
さ
せ

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
が
出
来
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ま
で
に
得

た
経
験
や
繋
が
り
を
糧
に

お
客
様
や
協
力
業
者
の
立

場
に
立
ち
、
業
務
に
反
映

出
来
る
よ
う
に
精
進
し
た

い
で
す
。
ま
た
、
文
化
設

備
の
一
員
と
い
う
事
を
自

覚
し
、
よ
り
一
層
技
術
を

磨
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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社
会
と
繋
が
る
施
工
管
理

㈱
文
化
設
備
工
業
　
前
田
　
裕
章
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空
衛
協
の
う
ご
き

空
衛
協
の
う
ご
き

広報委員長

山田 顕一郎
広報委員

伊藤　隆博

‌【
７
月
】�​

▽
22
日 

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
２
回
参
与
会
（
海

川
専
務
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
23
日 

設
計
団
体
と
建
築

設
備
３
団
体
と
の
意
見
交
換

会
（
有
賀
副
会
長
、
古
川
副

会
長
、
海
川
専
務
）
キ
ョ
ウ

ワ
グ
ル
ー
プ
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

▽
31
日 

県
土
木
部
長
に
対

す
る
要
望
活
動（
大
内
会
長
、

海
川
専
務
）
県
庁

‌【
８
月
】�​

▽
28
日 

県
歴
史
的
建
造
物

保
全
活
用
促
進
協
議
会
第
12

回
総
会
（
海
川
専
務
）
ラ
コ

パ
福
島

‌【
９
月
】�​

▽
４
日 

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
全
国
事
務
局
代
表

者
会
議
（
海
川
専
務
）
東
京

都▽
９
日 

令
和
８
年
度
県
予

算
編
成
に
対
す
る
県
議
会
各

党
要
望
聴
取
会（
大
内
会
長
・

海
川
専
務
）
県
庁

▽
10
日 

令
和
７
年
度
県
優

良
建
設
工
事
表
彰
式
（
古
川

副
会
長
）
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ

ル
テ
ィ

▽
10
日 

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
東
北
支
部
正
副
支

部
長
会
議
（
海
川
専
務
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
22
日 

令
和
７
年
度
第
１

回
専
門
工
事
業
部
会
（
海
川

専
務
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
29
日 

２
０
２
５
年
度
特

別
技
術
講
習
会
（
会
員
）
Ａ

Ｏ
Ｚ

‌【
10
月
】�​

▽
２
日　

県
空
調
衛
生
工
事

業
協
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（
会
員
、
賛
助
会
員
）
バ
イ

ロ
ン
ネ
ル
ソ
ン
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ

▽
８
日　

東
北
地
方
工
事
安

全
施
工
推
進
大
会
（
Ｓ
Ａ
Ｆ

Ｅ
Ｔ
Ｙ
２
０
２
５
）（
海
川

専
務
）
仙
台
市

▽
17
日　

伊
藤
隆
之
税
理
士

に
よ
る
中
間
決
算
会
計
指
導

（
海
川
専
務
、
根
本
事
務
員
）

協
会
事
務
所

▽
24
日　

県
建
築
士
事
務
所

協
会
創
立
70
周
年
祝
賀
会

（
大
内
会
長
）
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
エ
ル
テ
ィ

▽
29
日　

建
築
設
備
３
団
体

意
見
交
換
会（
有
賀
副
会
長
、

古
川
副
会
長
、
海
川
専
務
）

県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
30
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
第
30
回
全
国
会
議

（
大
内
会
長
）
富
山
市

‌【
11
月
】�​

▽
４
日　

２
０
２
５
年
度
中

間
監
査
会
（
会
長
、
会
計
理

事
、
監
事
ほ
か
）
協
会
会
議

室▽
４
日　

２
０
２
５
年
度
第

２
回
役
員
会
（
会
長
、
他
役

員
）
会
館
会
議
室

▽
５
日　

２
０
２
５
年
度
経

営
委
員
会
経
営
改
善
研
修
会

（
会
員
）
Ａ
Ｏ
Ｚ

▽
６
日　

県
の
入
札
制
度
に

対
す
る
意
見
聴
取
会
（
大
内

会
長
、
海
川
専
務
）
県
庁

▽
７
日　

令
和
７
年
度
優
秀

施
工
者
顕
彰
式
（
古
川
副
会

長
）
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ

ィ▽
19
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
型
社

会
推
進
セ
ン
タ
ー
令
和
７
年

度
第
２
回
役
員
会
（
大
内
会

長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
19
日　

県
土
木
部
と
建
築

設
備
３
団
体
と
の
意
見
交
換

会
（
正
副
会
長
、
支
部
長
、

専
務
ほ
か
）
県
建
設
セ
ン
タ

ー

‌【
12
月
】�​

▽
４
日　

令
和
８
年
度
政
府

予
算
対
策
要
望
活
動
（
大
内

会
長
）
東
京
都

▽
５
日　

２
０
２
５
年
度
第

２
回
広
報
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
広
報
委
員
）
協
会
会

議
室

▽
10
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
令
和
７
年
度
第
７

回
理
事
会
（
大
内
会
長
）
江

陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▽
10
日　

建
築
設
備
工
事
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
大
内
会

長
）
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▽
16
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
運
営
会
議
（
海
川
専

務
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

‌【
１
月
】�​

▽
７
日　

新
年
挨
拶
回
り

（
大
内
会
長
、
海
川
専
務
）

県
庁

　

昨
年
10
月
２
日
、
い
わ
き

市
の
バ
イ
ロ
ン
ネ
ル
ソ
ン
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
、
当
協

会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

催
し
、
25
人
（
会
員
17
人
、

賛
助
会
員
８
人
）
が
参
加
し

た
。

　

倉
島
央
樹
総
務
委
員
長
が

開
会
あ
い
さ
つ
し
、
競
技
方

法
を
説
明
。
競
技
は
18
ホ
ー

ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、
ダ

ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
で
行
わ

れ
、
南
コ
ー
ス
→
東
コ
ー
ス

と
東
コ
ー
ス
→
西
コ
ー
ス
の

二
手
に
分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト

し
、
参
加
者
は
秋
晴
れ
の
も

と
日
々
錬
磨
し
た
腕
前
を
発

揮
し
プ
レ
ー
を
満
喫
し
た
。

　

グ
ロ
ス
96
、
ネ
ッ
ト
73
・

２
の
ス
コ
ア
で
笠
間
己
喜
男

さ
ん
が
優
勝
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
大
内
弘
之

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
倉

島
総
務
委
員
長
よ
り
成
績
が

発
表
さ
れ
、
大
内
会
長
よ
り

賞
品
が
手
渡
さ
れ
た
。
上
位

入
賞
者
は
次
の
通
り
（
最
初

の
コ
ー
ス
、
次
の
コ
ー
ス
、

ハ
ン
デ
、
ネ
ッ
ト
の
順
）。

　

▽
優
勝
＝
笠
間
己
喜
男

（
八
ッ
橋
設
備
）
南
49
、
東

47
、
22
・
８
、
73
・
２
▽
準

優
勝
＝
木
村
淳
（
北
関
東
空

調
工
業
）
東
51
、
西
43
、

親
睦
を
深
め
た
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ

20
・
４
、
73
・
６
▽
３
位
＝

遠
藤
真
隆
（
い
わ
き
エ
ア
コ

ン
）
南
41
、
東
41
、
８
・
４
、

73
・
６
▽
４
位
＝
鈴
木
信
司

（
会
津
ガ
ス
）
南
51
、
東
48
、

25
・
２
、
73
・
８
▽
５
位
＝

鈴
木
俊
朗
（
小
泉
東
北
）
南

48
、
東
44
、
18
、
74

‌【県北支部】�​
　‌ ◆荒川桜づつみ公園で合同
清掃�​　昨年10月18日、福島市
の荒川桜づつみ河川公園で、
福島地区管工事協同組合青年
部との合同清掃活動を行っ
た。
　全国管工事業協同組合連合
会青年部協議会が推進する
「水源地をきれいにするキャ
ンペーン」活動の一環。合同
開催は今回で30回目を迎え、
両団体から20社、計約80人が
参加した。
　園内に捨てられた空き缶や
ペットボトルなどを回収。清
掃終了後に管工事会館で芋煮

会を開き、親睦を深め合った。
‌【県中・県南支部】�​
　‌ ◆若手現場見学・意見交換
会�​　県中建設事務所、県電設
業協会郡山支部との若手職員
現場見学・意見交換会が昨年
10月2日、須賀川市役所で開
かれた。
　若手職員を中心に約30人が
参加。県の木造公共建築物と
して初のＮｅａｒｌｙＺＥＢを
取得した須賀川農業普及所整
備工事をテーマに、若手職員
らが質疑・意見交換などを
行ったほか、実際に施工現場
を見学した。
　‌ ◆県中建設、県電設協郡山
支部との意見交換会�​　県中建
設事務所、県電設業協会郡山

支部との3者意見交換会が昨
年12月3日、郡山市の郡山合
同庁舎で開かれ、建築設備業
界の現状や課題について話し
合った。
　橋本知幸県中建設事務所主
幹兼建築住宅部長、我妻徹同
部建築住宅課長らと、当支部
の根本剛支部長、國津一洋県
電設業協会郡山支部長らが出
席。建築設備設計委託の発注
状況等について情報共有した
後、質疑応答を行った。
　当支部は質疑応答の中で、
実施設計段階での設計ＢＩＭ
活用を県に要望。発注者側の
設計ＢＩＭ活用状況や今後の
展開等についても意見を交わ
した。

支部のうごき支部のうごき

　喜多方市にある県立テクノアカデミー会
津の電気配管設備科は、2026年4月から電気・
設備システム科に科名を変更し、学習内容
がリニューアルされます。電気・設備システ
ム科は、建築設備（電気設備技術、給排水設
備技術、冷凍空調技術）について2年間の総
合的な教育訓練を行っており、若手技術者
の人材育成に努めています。
　26年度生の入学試験日程は、一般入学試
験（2次）が1月30日（出願期間1月13～23日）、
一般入学試験（3次）が3月18日（出願期間2月
24日～3月12日）です。なお、在職者の受験
も可能です。
　詳細は本校までお問い合わせください。
県立テクノアカデミー会津（入試担当）☎
0241（27）3221。ホームページアドレスhttp:
//www.tc-aizu.ac.jp/

テクアカ会津入学生募集テクアカ会津入学生募集

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
も

猛
暑
や
資
材
高
騰
、
働
き
方

改
革
へ
の
対
応
な
ど
、
会
員

各
社
に
と
っ
て
気
を
抜
け
な

い
一
年
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
日
々
の
現
場

を
支
え
て
お
ら
れ
る
皆
様

に
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、「
現
場
の
安
全
と

健
康
は
、小
さ
な
“
整
え
る
”

の
積
み
重
ね
だ
」
と
感
じ
て

い
ま
す
。
道
具
を
整
え
る
、

段
取
り
を
整
え
る
、
そ
し
て

自
分
の
体
と
心
を
整
え
る
。

こ
の
三
つ
が
そ
ろ
う
と
、
不

思
議
と
ト
ラ
ブ
ル
が
減
り
、

仕
事
の
質
も
上
が
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
朝
礼
の
前
に
、

今
日
一
日
の
「
危
な
そ
う
な

場
面
」
を
一
つ
だ
け
共
有
し

て
み
る
。
帰
社
前
に
は
、
明

日
の
自
分
へ
の
メ
モ
を
一
行

だ
け
残
し
て
み
る
。
ど
れ
も

５
分
と
か
か
ら
な
い
取
り
組

み
で
す
が
、続
け
て
い
く
と
、

安
全
意
識
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
質
が
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手

が
一
緒
に
現
場
を
振
り
返
る

「
ミ
ニ
勉
強
会
」
を
月
に
一

度
で
も
持
て
る
と
、
技
術
の

伝
承
だ
け
で
な
く
、
お
互
い

の
価
値
観
を
知
る
良
い
き
っ

か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。忙
し
い
中
で
も
、

そ
う
し
た
時
間
を
意
識
的
に

つ
く
る
こ
と
が
、
将
来
の
人

材
育
成
に
も
つ
な
が
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
、
若
手

人
材
の
確
保
な
ど
、
私
た
ち

を
取
り
巻
く
課
題
は
尽
き
ま

せ
ん
。
そ
の
中
で
こ
そ
、
一

人
ひ
と
り
が
無
理
な
く
続
け

ら
れ
る
小
さ
な
工
夫
を
積
み

重
ね
る
こ
と
が
、
業
界
全
体

の
力
を
底
上
げ
し
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
も
本
紙
が
会
員
の
情

報
交
換
や
現
場
・
経
営
の
一

助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

ど
う
ぞ
今
年
一
年
も
、「
ご

安
全
に
！
」
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風と水と空と
～～
空調衛生のお仕事

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

で
親
睦
深
め
る

笠
間
さ
ん
が
優
勝
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